
 

 

 

 

 

 

  

   

長かった梅雨もあけ、ようやく夏の日差しが

帰ってきました。しかし、なんと酷暑というべ

き日照り続き、大変しんどい夏になりそうです

皆さん、暑さに負けずに過ごして下さい。   

暑中お見舞い申し上げます。 

さて、 6月に親鸞聖人大遠忌、和歌山西組お

待ち受け法要も終わりました。これからも全国

各教区、各組において、聖人を偲んで多くの法

要が執り行われることでしょう。この和歌山西

組では、記念行事として「帰敬式」を行いまし

た。 

安楽寺からも 2名、

「帰敬式」を受けられま

した。通例、一般寺院で

の「帰敬式」は行われま

せん。大遠忌のお待ち受

け法要だからという特別

な配慮があってのことで、

大変希有なご縁だったい

えるでしょう。 

ご年配の皆さんは、もう「帰敬式」は済ませ

られた方も多いと思いますが、来年の本山参拝

においても「帰敬式」の受付を致しますので進

んでお申し込み下さい。 

「帰敬式」は、今生において、仏さまのみ教

え聞いて、お念仏の日暮しさせて頂くという

「誓いの式」ことで、釋○○という法名をいた

だきます。浄土真宗では、戒律を守って、修行

を重んじることはありませんので、戒名とは言

わず法名といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「帰敬式」は「おかみそり」ともいわれます。 

頭に剃髪用のかみそりを三回あてます。この

時、三帰依を行います。三宝に帰依することを

誓うのです。 

「篤く三宝を敬え。三宝とは仏法僧なり」

（聖徳太子十七条憲法）とあるように、三宝と

は、仏・法・僧のことで、仏は、ほとけさまの

ことで、法は、そのほとけさまの説かれた教え

のこと、そして僧は、そのみ教えにしたがい生

きていく者たち、集団や仲間のことで、真宗で

いうなら門徒同行と思っていただければいいで

しょう。 

 私たちの人生の中、大事なもの、いわゆる宝

といえるものが、いくつか出てきます。 

 でも考えたならば、その大事な個々の宝もの

は、都合や状況に促がされてしまいます。そし

て、いつも移り変わっていきます。 

 まことの宝とは変わることがないものでなけ

ればなりません。 

 「宝の山に入りて  

手を空しくして 帰ることなかれ」 

と浄土真宗の七高僧にあげられる源信和尚は述 

られています。実に、人として生まれたならば 

この人の世こそ、仏さまのみ教えを聞くことの 

できる唯一の場であり、道である、宝を持たず 

して、仏法に出遇うことをせずに、命終わって 

いくことのないことをに願われているもので

す。 

「釋 芳英」 

 

安楽寺だより         

宝 の 山 に 入 り て  手 を 空 し く し て   

帰 る こ と な か れ    「 源 信 和 尚 」  
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